
平成３０年度 実態調査 第６学年の結果と考察                  調査人数 48,763 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 異分母分数の乗法・除法の計算ができるかをみる問題である。乗法の正答率は 91％と概ね理解されている

と捉えられる。除法の正答率は 82％と前回とほぼ変わらない。除法の仕方で、逆数にして計算せず、そのま

ま乗法で計算していると思われる答えは３ポイント減り、６％だった。計算の指導にあたっては、手順を習熟

させるだけではなく、数直線や面積図等の図を活用し、計算の構造を児童がしっかりと捉えられるようにして

いきたい。面積図を活用することによって数学的に考える資質・能力も育てていきたい。 
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２ 前回の立式に加え今回は、問題に合った数直線を選択する問題を追加した。分数の乗法・除法に関して問題

に合った数直線を選択し、数直線から立式することができるかをみる問題である。 

除法についての完答は 49％（28 年度と比べ３ポイント増）と約半数の児童が完答できていないことが分か

る。長い間正答率が 50％以下と低く、正答率の低い年が続いている傾向にある。数直線を正しく選択できて

いるが正しい式を立式できない児童が 24％、数直線を正しく選べていないが立式できている児童が２％いる。 

乗法についての完答は 61％（28 年度と比べ６ポイント減）と全体的に 60％台であることに変わりはなく、

過去６年間の正答率に大きな変化はない。 

乗法も除法も、問題に合った数直線を活用し、立式をしていない児童が多くいることが分かる。除法の場合、

正しい数直線を選択できている児童が 73％いるにも関わらず、24％の児童は、数直線を活用し立式すること

ができていないことが分かる。「数直線を活用し立式する」ことに重点を置き指導していくことが必要である。

その際に、２つの数量が比例関係であることを確かめ、立式することも指導しておきたい。 

分数倍や分数で割ることの意味は児童にとって理解しづらいものである。数直線から立式できたら、問題は、

「単位量×割合＝全体量」のうちの何にあたる数を求めているのかを数直線を基に、式の意味を考えさせる指

導も重要である。数直線をかくことにより、答えの数量の大きさが見積もれることも児童に実感させたい。特

に、分数の除法の計算の仕方では、除数を逆数にしてかけ算をするのかという計算の構造を、数直線や面積図

を活用しながら、計算の過程を十分に理解できるよう、既習事項である小数のわり算や分数のわり算（除数、

整数）を想起させながら指導していく必要がある。また、整数や小数の場合と同じ関係や計算法則が成り立つ

ことを理解させることも必要となる。 

 

３ 乗数や除数の大きさから積や商を見積もることができるかをみる問題である。正答率は(1)63％、(2)58％で

あった。４割程度の児童が正しく見積もることができない実態がある。(2)を○あと答えた 23％の児童 

は、「１より大きい数をかければもとの数より大きくなる」ことを理解し、       と      を

比べた時に○あの方が大きくなると選べるが、「１より小さい数でわるともとの数より大きくなる」ことの理解

が不十分である。整数のわり算では、商は必ず被除数よりも小さい値であるが、小数や分数では被乗数より大

きくなることがあると理解していかなければならない。そのために、乗法にそろえて考えることや、数量の関

係を数直線上に表し、乗数や除数が１より大きい場合や小さい場合について、視覚的に理解できるように指導

を工夫していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 順列や組み合わせについて、落ちや重なりがないように調べることができるかをみる問題である。順列の

正答が 58％、組み合わせが 72％であった。 

組み合わせの問題は 28 年度と同じで、７割の児童が理解していると考えられる。順列の問題は、「０を入れ

て３桁」という応用問題になっているので、正答率が低い。解決の手立てとして樹形図の指導が大切である。

順列、組み合わせの考えを定着させる指導に使ったり、確かめをしたりするときに、自分の思考を整理するた

めに、児童自身が使っていくことが大切である。 

また、順列の問題では、０が鍵となる。指導していく時には、０を百の位に入れた数は、３桁の整数ではな

い事を抑える。全ての樹形図をかいて、３桁の整数を確認していき「０４２は３桁かな」→「４２だから２桁

だ」と消していくことも大切である。そして、６×３をすれば、答えが出ることに気付かせる。 

「６通り」という誤答が予想される。恐らく、誤答･無答の 30％に入っていると考えられるので、次年度い

れていく。 

５ この問題は、様々な数値の比から等しい比を見付けることができるかをみる問題である。完答が 70％と前

回の結果と変わらない。一方で、比の性質を理解できていない、また、無答や誤答が 22％１ポイント減）に

なっている。等しい比の値を求められていない児童も多いと予想される。比が等しいかは、比の値を求めて同

じ割合かどうかを調べる方法がある。対象になっているものを分数に表して約分させることが間違いを少なく

する。また、Ａ：ＢのＡとＢに同じ数をかけたり、同じ数でわったりしても等しい比ができるなどの比の性質

を理解させたい。日常生活の事象（飲み物の濃度、地図の尺度など）を使いながら既習を深めていく必要があ

る。 
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【※：この年より問題の一部を変更して実施している問題】 

６ ２つの数量の比例関係を捉えることができるかをみる問題である。正答率は 37%と前回より 10 ポイント以

上低くなっている。前回からの変更点として「Ｂ君の年齢とお母さんの年齢」という差が一定の問題をつけた

した。○お「面積が 18 ㎠の長方形の高さと面積」の反比例を選んだ児童は 29％、○あ「Ａ君の身長と体重」○か「Ｂ

君の年齢とお母さんの年齢」を選んだ児童が 26％とかなり高いポイントである。比例と反比例の表をかき比

べ、違いを話し合ったり、一見して比例に見えそうな問題も表で表したりして、「一方が増えるともう一方も

増える＝比例」という認識ではなく、「一方が２倍、３倍、…になると、それに伴って、他方も２倍、３倍、

…になる２つの数量の関係＝比例関係」と気付かせることが大切である。 

７ 文字を使って数量の大きさを表すことができるかをみる問題である。全体から残りを求める式を作る（1）

の正答率が１ポイント、全体を求める式を作る（2）の正答率は３ポイント減少した。どちらも記号で選択す

る解答形式（平成 26 年度）と比べると減少傾向にある。 

このことから、文字を使って立式することを苦手とする児童が多いことが分かる。児童の中には、□がｘの

ような文字に変わっただけで困難なイメージをもってしまう児童もいる。文字式から文章問題を作らせたり、

文字式を活用する場面を多く取り入れたりする指導を丁寧にすることで、文字式を読むことに慣れさせたい。 
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